
小
林　
元
雇
用
促
進
臥
牛
団
地
は
用
途

廃
止
が
決
定
し
て
い
る
。
今
後
の
活
用

方
法
と
し
て
、
若
者
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン

や
分
譲
地
、
ま
た
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
を
目
指
し
た
環
境
に
対
応

し
た
団
地
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

市
長　
令
和
７
年
３
月
に
用
途
廃
止
を

決
定
し
て
い
る
。
定
住
を
考
え
る
う
え

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
や
、
環

境
、
デ
ジ
タ
ル
ま
で
含
め
、
小
さ
な 

町
が
つ
く
れ
た
ら
と
も
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

小
林　
経
常
収
支
比
率
が
94
％
〜
95
％

の
間
で
推
移
し
、
財
政
収
支
が
悪
化
し

て
い
く
が
、
投
資
的
経
費
の
維
持
と
今

後
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
高
梁
市
の
今
後
の
財
政
に
お
い

て
は
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
災
害
復
旧

で
多
額
の
地
方
債
を
発
行
し
、
今
後
償

還
が
始
ま
る
。
各
種
補
助
金
や
公
共
施

設
、
人
件
費
や
物
件
費
の
見
直
し
も
必

要
で
あ
る
。
市
と
し
て
頼
る
の
は
地
方

交
付
税
で
あ
り
し
っ
か
り
確
保
を
行
っ

て
い
く
。

伊
藤　
木
材
、
木
製
品
、
林
産
物
の
急

激
な
価
格
高
騰
に
伴
い
、
建
築
費
が
大

幅
に
膨
ら
む
事
例
が
市
内
で
も
発
生
し

て
い
る
。
新
築
だ
け
で
も
対
策
を
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
何
ら
か
の
対
策
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

伊
藤　
大
変
有
用
な
事
業
で
あ
り
、
現

在
の
対
象
者
に
加
え
、
71
歳
以
上
の
高

齢
者
免
許
更
新
の
有
効
期
間
が
５
年
と

は
な
ら
な
く
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
一

定
の
お
試
し
期
間
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

副
市
長　
高
齢
者
運
転
講
習
の
機
会

に
、
い
わ
ゆ
る
免
許
返
納
を
考
え
て
く

だ
さ
い
と
い
う
の
は
非
常
に
有
効
な
こ

と
だ
と
思
う
。
提
案
の
趣
旨
は
十
分
に

尊
重
し
て
い
く
。

伊
藤　
周
辺
地
域
の
交
通
弱
者
救
済
と

し
て
対
象
地
域
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

副
市
長　
各
地
域
独
自
の
手
段
確
保
の

策
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
の
事
情

を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
何
ら
か
の

形
で
手
段
の
確
保
を
行
っ
て
い
く
。

伊
藤　
中
央
線
や
車
道
外
側
線
が
消
え

た
状
態
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
安
全
上

非
常
に
問
題
が
あ
る
。
本
年
度
は
難
し

い
よ
う
だ
が
、
来
年
度
以
降
で
予
算
を

拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

土
木
部
長　
道
路
の
管
理
上
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
お
り
、
安
全
対
策
と
し

て
効
果
が
図
れ
る
よ
う
、
他
事
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
予
算
確
保
に

努
め
る
。

三
村　
平
松
政
次
球
場
、
な
り
わ
球
場

の
老
朽
化
し
た
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
電
光

掲
示
板
に
改
修
で
き
な
い
の
か
。

教
育
次
長　
大
会
運
営
の
効
率
化
、
暑

さ
対
策
、
設
備
老
朽
化
に
対
応
し
た
改

善
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
村　
平
松
政
次
球
場
の
外
野
の
芝
生

が
激
し
く
傷
ん
で
い
る
。
原
因
は
練
習

使
用
と
思
わ
れ
る
が
、ど
う
考
え
る
か
。

教
育
次
長　
利
用
頻
度
の
再
考
と
芝
生

養
生
の
強
化
の
検
討
。
利
用
の
仕
方
に

つ
い
て
も
指
導
を
継
続
し
て
い
く
。

三
村　
経
常
収
支
比
率
が
上
が
り
、
市

が
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
い
。
し

か
し
緊
急
車
両
の
通
れ
な
い
路
線
の
改

良
や
、
待
避
所
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
政
策
的
経
費
に
回
せ
る
財
源
は

少
な
く
な
る
が
、
周
辺
部
の
生
活
道
は

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
危
険

な
箇
所
は
優
先
的
に
対
応
し
た
い
。

三
村　
計
画
を
市
民
に
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
か
。メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
長　
平
成
28
年
か
ら
住
民
説
明
会
を

28
回
開
催
し
て
き
た
が
、
今
後
も
広
報

紙
等
で
周
知
を
図
り
た
い
。
本
計
画
の

策
定
に
よ
り
、
国
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
側
面
も
あ
る
。

三
村　
有
害
鳥
獣
被
害
を
守
る
た
め
の

追
い
払
い
花
火
に
補
助
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長　
免
許
取
得
は
補
助
し

て
い
る
。
追
い
払
い
花
火
の
補
助
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
。

平
松　
「
第
２
次
高
梁
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
の
中
で
の
、
路
線
バ

ス
及
び
福
祉
バ
ス
見
直
し
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
運
行
基
準
を
定
め
て

い
る
。
運
行
基
準
を
下
回
る
と
順
次
、

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
見
直
し

を
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
生
活
福

祉
バ
ス
１
路
線
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

２
地
区
を
、
令
和
３
年
度
は
路
線
バ
ス

を
３
系
統
、
生
活
福
祉
バ
ス
を
３
路
線

休
止
し
て
い
る
。

平
松　
事
業
者
は
多
額
の
行
政
負
担
に

対
し
経
営
改
善
努
力
を
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
公
共
交
通
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

副
市
長　
利
用
者
は
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
住
民
の
交
通
手
段
を
守
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
市
単
独
で
助

成
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
当
初
か
ら
や

む
を
得
な
い
判
断
だ
っ
た
。
現
時
点
で

は
２
億
５
千
万
円
の
事
業
規
模
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
令
和
６
年
度
に
は
２

億
円
程
度
に
圧
縮
す
る
計
画
。
廃
止
、

休
止
、
縮
小
す
る
判
断
は
、
事
業
者
の

協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

平
松　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
本
市

の
普
及
率
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
市
の
普
及
率
は

50
・
８
％
。
県
内
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

中
国
地
方
で
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。

平
松　
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

政
策
監　
来
年
度
以
降
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
は
全
国
的
な
基
盤
が
整
備
さ

れ
た
後
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

経常収支比率：財政の硬直化を示す指標。この指標が高いと、
財源に余裕がなく、財政が硬直化していることを意味します。

※

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

野
球
場
の
施
設
に
つ
い
て

中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
対
策
に
つ
い
て

市
道
・
農
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

小
林 
重
樹 
議
員持

続
可
能
な
予
算
編
成
と
定
住
対
策
を

三
村 

靖
行 

議
員

老
朽
化
し
て
い
る
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の

電
光
化
と
環
境
改
善
を
！

伊
藤 

泰
樹 

議
員

新
居
を
構
え
よ
う
と
す
る
方
に
は

今
一
層
支
援
を
拡
充
す
べ
き

平
松 

久
幸 

議
員

公
共
交
通
の
方
向
性
を
問
う

タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
実
証
事
業
に
つ
い
て

定
住
対
策
に
つ
な
が
る

住
宅
施
策
に
つ
い
て

高
梁
市
の
生
活
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

備前市
高梁市
総社市
津山市
浅口市
玉野市
笠岡市
赤磐市
岡山市
美作市

97.6%
94.7%
92.8%
92.4%
92.1%
91.3%
91.2%
90.9%
90.6%
90.1%

経常収支比率（令和２年度）
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